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業績と戦略 事業データ 企業情報

事業機会 事業リスク 事業の方向性

3 中期経営計画（2023年度開始の4ヵ年計画）

当社が目指す姿 当社事業における機会とリスク、各事業の方向性

2050年のありたい姿を見据えた戦略を実行

社会に貢献し、持続的成長を続ける企業グループへ

総合物流企業の枠を超え、

中核事業の深化と新規事業の成長で、

未来に必要な価値を共創します

「

」

総合物流の

枠を超える

両輪による

確実な成長
挑戦と共創

海運(祖業)を

起点としつつ、

その枠を超え

て進化

Vision超越 両輪 共創

中 核 事 業 と 新

規事業の両輪

による未来の価

値創造と成長

創業時からの文

化である、挑戦と

共創による進化・

成長の実現

新たな

事業機会

不定期専用船

• ドライバルク
• エネルギー
• 自動車事業

ライナー&

ロジスティクス
発展する
市場と共に
成長を追求

変化する
市場の要望に

対応

急成長する
市場へ
新規参入

低・脱炭素化

の中で優位性

を確保

新興国の

経済成長を

取り込む

脱炭素化で

生まれる

新市場を開拓

長期的な荷動き成長

の継続

ビジネスモデルの高

度化がもたらす収益

向上余地

M&Aによる規模拡大

コンテナ船の市況変動

コンテナ船アライアンス

の継続性

船舶の排出GHGに

対する課税強化

船舶の低・脱炭素化

先行による差別化

新燃料系輸送需要の

増大

ド ライ バルク市場 で

食糧・マイナーバルク

の輸送増加

鉄鉱石・石炭・石油の

世界需要減少

先進国での

新車販売減少

船舶の排出GHGに

対する課税強化

再エネバリュー

チェーンの確立

脱炭素・自動運航に

よる船舶バリュー

チェーンの変化

多様な人材による新

たな事業機会と競争

優位性の創出

技術/プロダクト開発の

不確実性

必要となる

専門人材不足

脱炭素トレンドの停滞
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2022年度（実績） 2023年度（予想） 2026年度(予想)

経常利益 11,097億円 2,000億円 2,700億円

ONE以外 - - 1,500億円

ONE（当社試算） - - 1,200億円

当期純利益 10,125億円 2,000億円 2,400億円

自己資本比率 66% 67% 57%

オンバラ影響考慮後 *1 55% 57% 49%

ROIC *2 35.7% 6.7% 6.5%

ROE *3 48.3% 8.0% 10.2%

財務指標 非財務指標

4 中期経営計画（2023年度開始の4ヵ年計画）

２０２３年３月発表 中期経営計画へのリンクはこちら

2050年のありたい姿からバックキャストで新たな経営計画を策定

基本戦略

利益財務計画 経営目標

２,０００
～３,０００

億円

８～１０
％

６.５％

以上

ROIC(投下資本利益率)

本質的な事業収益性を高め、

企業価値向上を目指す

ROE(自己資本利益率)

26年度時点の目安

株主資本に対する効率性を重視

当期純利益

26年度時点の目安

本中計期間(23～26年度)においては

当期純利益、ROEも重視

３０％
女性管理職比率

30年目安

(NYK単体の陸上職)

３０％
以上

船舶GHG削減量

30年度目安

(21年度比)

０件

海/陸/空 重大事故件数

当社設定基準による

事故発生件数

中核事業の深化と新規事業の開拓を両輪とする基軸戦略

CX(人材・組織変革・グループ経営変革)・DX・EXによる支えの戦略

(*1)当社による傭船料債務試算額：22、23、26年度それぞれ略7,000億円 (*2) (税引後営業利益＋税引後特別損益＋持分法損益＋受取配当)÷(投下資本) (*3) (当期純利益)÷(自己資本)
(*4)23-24年度に予定する2,000億円規模の自己株式取得は、詳細検討中につき織り込んでおりません

https://www.nyk.com/profile/plan/

